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歴史を歩いてみよう

保土ヶ谷宿四〇〇倶楽部　ほどがやガイドボランティアの会

保 土 ケ 谷 区 役 所

　　　　  総合案内板↓　　　　　　　  史跡説明板↓　　　 標柱↓

20. 帝
たいしゃくてん

釈天 と

　　旧
きゅうもとまちばし

元町橋跡
あと

　→

昔、今井川は帝釈天の祠
ほこら

のある山
やますそ

裾に沿って流れ、

祠の下あたりに旧元町橋

があった。今の元町橋は

川
かわすじ

筋を変えた後のもの。

19. 樹
じ ゅ げ ん じ

源寺 

鎌倉時代に建てられた医
い お う じ

王寺が

焼失した後、江戸時代初期（1628

年 ） に 苅 部 家 に よ り 身
み の ぶ さ ん

延 山

久
く お ん じ

遠寺の末
ま つ じ

寺として開
かいざん

山した。

庭園が美しい。日蓮宗。　↓

 ↑ 21. 権
ご ん た ざ か

太坂

昔は今より急坂で江戸から
の旅人がはじめて出会う難
所であった。一番坂と二番
坂があり松並木が続き景色
も良く富士が眺

なが

められた。

 ← 22. 投
な

げ込
こ

み塚
づか

の碑
ひ

昔、街道の近くに旅の途中で
行
ゆ

き倒
だお

れた人や牛馬を葬
ほうむ

った
場所があった。その後、平

ひ ら ど

戸の
東
と う ふ く じ

福寺に手厚く改
かいそう

葬され、供
く よ う

養
のためにこの碑

ひ

が建てられた。

23. 境
さかいぎたてばあと

木立場跡 →

保土ヶ谷宿からも戸塚宿から

も難所の坂を上り詰
つ

めたとこ

ろに、旅人や馬が休息するため

の立場が設けられ、数件の茶屋

があった。その内の 1 軒が現

存し、明治天皇も休息された。

24. 境
さかいぎじぞうそん

木地蔵尊 →

創建は江戸初期（1659 年）

江戸からの講
こうじゅう

中や道
どうちゅう

中の安

全を祈る旅人が多く参拝し

た。現在のお堂は関東大震

災後、再建された。

← 25. 武
ぶそうくにざかい

相国境モニュメント

こ の 地 が 武
むさしのくに

蔵 国（ 保 土 ヶ 谷 宿 ）

と相
さがみのくに

模国（戸塚宿）の境であり、

昔は木の杭
くい

が立てられていたの

で境
さかいぎ

木という。このモニュメン

トは平成 17 年に設置された。

26. 萩
はぎわらだいかんやしきあと

原代官屋敷跡 →

萩原家は平
ひ ら ど

戸の領主で代々

旗
はたもと

本 杉 浦 越
えちぜんのかみ

前 守 の 代官を

つとめ、幕末の頃にはこの

場所に道場を開いた。今は

武
ぶ け や し き も ん

家屋敷門と倉
くら

が残る。

16143 ← 番号付きの史跡は本ガイドに説明文があります。

保土ヶ谷宿は、慶
けいちょう

長 6 年（1601）東海道に宿
しゅくえき

駅の制度が

定められた際に、幕府公認の宿場として誕生しました。

江戸から約 33Km（ 8 里 9 丁）で品川・川崎・神奈川に

続く４番目の宿場です。

宿場が担
にな

う役割は、荷物の運搬に要する人
じ ん ば

馬などの継
つ

ぎ立て

や旅人の休泊施設の提供、飛
ひきゃく

脚の業務などがありました。

街道は、幕府によってすべて管
かんかつ

轄が定められていました。

保土ヶ谷宿は、芝
し ぼ う

生村追
おいわけ

分（現在の西区との境）から、

境木地蔵（現在の戸塚区との境）までの約 5Km で、追分から

北は神奈川宿、境木地蔵より南は戸塚宿の管轄でした。

宿場としての街並みを整えていたのは、約 2Km の間で、

この間は宿
しゅくうち

内と呼ばれました。宿内には、本陣を中心に

旅
は た ご

籠や茶
ち ゃ や

屋、商店が立ち並び、宿場町としてにぎわいを

みせていました。

保土ヶ谷宿

権

境

【注】現在 碑がある場所と実際に塚が
あった場所は同じではありません。

← 000m　　　←　区間距離を示します。（誤差：± 10m）
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【旅
は た ご

籠】一般の旅人が宿泊した。飯
め し も

盛
り宿

やど

と平
ひらやど

宿の区分があった。

【茶屋】旅人の休息のための店。
 

【問
と い や ば

屋場】公用旅行者の荷物の運搬
（馬

うまつぎたて

継立）や飛
ひきゃく

脚の業務を取り扱うと
ころ。 

【本
ほんじん

陣と脇
わき

本陣】公
く げ

家、大名、幕府
の公用の役人だけが泊まることがで
きた。本陣で足りなくなると脇本陣
が使われた。 

【茶
ち ゃ や

屋本陣】本陣に匹
ひってき

敵する規模の茶
屋で、宿泊しない大名などが休憩した。 

「宿場の施設とその役割」
【助

すけごうかいしょ

郷会所】宿場で賄
まかな

いきれない人
じ ん ば

馬
を周囲の村から動員する「助郷」とい
う制度があり、その詰

つめしょ

所である。 

【高
こ う さ つ ば

札場】幕府の掟
おきて

やお触
ふ

れを張り出
す所で宿泊代や人

じ ん ば

馬代も示されていた。 

【一
い ち り づ か

里塚】街道の両側に行程の目安と

して、一里ごとに小高く盛り土をし
て木を植えたもの。

【見
み つ け

附】宿場の門の役目で上
かみがた

方見附と
江
え ど が た

戸方見附がありその間を「宿
しゅくうち

内」
という。要人を宿

しゅくやくにん

役人が見附で
迎え、大名行列はここから威

い ぎ

儀を
正して進んだ。（見付とも） 

JR 東戸塚駅　　バス停 ･ 境木地蔵

バス停・境木中前　　　 バス停・保土ヶ谷 2 丁目
バス停・樹源寺前

（区間距離は地図中に表示）

（金沢横丁･北向地蔵間は 別途  往復 1.2Km 約 25 分）
（八幡社は 別途 往復 0.5Km 約 10 分）

（江戸方見附・古町通経由の場合 ↓）

↑
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◆ コース 3　天王町駅 ～  保土ヶ谷駅 2.5Km 約 1.5 時間
◆ コース 4　については裏面をご覧ください

◆ コース１ 全行程 7Km 約 3.5 時間　　　◆ コース 2　東戸塚駅 ～ 保土ヶ谷駅 4.5 Km 約 2 時間 【コースガイド】


